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「23年度のスタートに向けて」

病院長 鈴木 忠
3月 11日の東北太平洋沖地震と史上類をみない大津波および福島原子力発電所事故による被

害はあまりに甚大で、全国各地からの救援活動にもかかわらず3週間を経た今も被災者の方々の

過酷な状況を強いられている状況がテレビで映し出され、その復興支援は遅々としている感が

あります。犠牲者の方々のこ冥福を祈るとともに悲嘆にくれる被災者の方々には慰めの言葉も

ありません。

一日も早い復興をお祈りいたします。当院も微力ながらすでに被災地から患者さんを受け入れ、

看護師派遣に加え医療支援チームを継続して派遣する予定となつています。

このような想像を超えた大災害とそれに伴う電力不足は日本にとって戦後最大の危機ともい

えます。このたびの大震災において、困難の中でいち早く行動を起こした被災地の消防隊、行政、

医療関係者の献身的な働きとその限界を目の当たりにして、私たちは藤岡多野地域の災害時に

討する必要があります。地域の基幹病院・災害

t地域の医師会・消防・行政等関係諸機関一体
として関わるもの同士が連携し、情報を共有し

表す。

穏の中で医師20名をはじめとして51名の新入
した。今年度は計画されていた救急医療のツー

立病院向士め
―
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救急センター統括部長

丼上 雅浩

平成4年に心臓カテーテル検査室がで
一テル治療をはじめ、循環器内科領域に

うになりました。当科に求められる診療

すが、特に急性心筋梗塞では発症早期の

に、心臓カテーテル検査室が24時間機能
のベッドを常に確保し、いつでも受け入

先生方、救急隊員、住民の方々から信頼

きたいと思います。

Lスタッフ 常勤のスタッ引ま覇孔 仏 数人α ト ト回雨で
讐 又 L鳳外来センター 循環器内科診療予定表

2.業務の現況
当科で|よ、急性期・慢性期を含め広く循環器領域の疾患に対応可能です。特に狭心症に対する冠動脈力

テーテルでの診断や治療に力を入れています。また、カテーテル検査に代わりCTによる冠動脈病変の評
価システムが軌道に乗り、低侵襲で診断される症例も増加しております。冠動脈バイパス術などの心臓血

管外科治療を要する場合や不整脈に対する特殊治療であるカテーテルアブレーシ∃ン・植え込み型除細動
器 。両室ペーシングが必要な場合には、主に群馬県立心臓血管センター・伊勢崎市民病院・群馬大学医学
部附属病院と連携をとって診療しています。

(平成21年度実績)
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日頃、地域の医療機関及び福祉施設の皆様方に|よ、当院の地域医療連携業務にこ理解・こ協力を賜り誠
にありがとうこざいます。

先の計画停電の関係で診療及び検査予約をお受けできない状況で大変こ迷惑をおかけしております。今
後予約後に多少変更等調整させていただく等あると思いますが予約を受けさせていただきます。本年度も
よろしくお願いいたします。
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腎臓内科

(腎臓 膠原病・リウマチ)

塚田 義人 小児科 深 澤 信博 眼科 石 原 克 彦
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神戸 将彦 最上 恭至 健診センター 飯島  徹
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F陪鰺鰤拶雉黎赳鯰蟷巡慟趙贔鰺』地域医療連携課長 土屋 不口子
去る3月 ]日 に、藤岡商工会議所を会場として地域医療連携懇話会が、 ]部地域医療連携パス「大腿骨・

脳卒中・5大がんの地域連携パスの現状」についての報告紹介とそれに引き続き2部懇親会が開かれまし
た。大腿骨・脳卒中の地域連携パスについては、パスを使用しての実績報告と、今後の課題として、

回復期から在宅に戻るとき、かかりつけ医や居宅介護支援センター

との連携が必要との報告がありました。5大がんについては、連携医
療機関との間で、群馬県統一の地域連携パスを使用して連携が始まり

ます。5大がんについて|よ循環型の地域連携パスになりますので、が
ん診療ネットワーク会議参加医療機関 (藤岡多野医師会・本庄市児玉

郡医師他39医療機関)と、がん診療の質の向上をはかり、切れ目な
く医療が提供できるよう連携を構築していきたいとの話でした。2部
については、乾杯の後壇上にてお一人 ]分間の自己紹介を全員の方に

していただき懇親を深めることができました。

3月 1日 地域医療連携懇話会


